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徳久理事長（当時）のインタビュー記事は、人材育成から業界の底上げなど、創立

の未来に向かう、素晴らしい内容でした。

世界的なパンデミックも発生しました。東京五輪の開催も１年延期されるほどの大
きな渦となるなど、業界が受けた影響は計り知れません。パンデミックを乗り越え
た現在、リアル空間でのイベントなどは、以前にも増して盛り上がっています。そ
の様子を見ると、これから先、何が起こるか分かりませんが、恐れることはないと
も思います。

ら世界中の木材が激減して、木工が使えない環境にあるかもしれませんし、アクリ
ルやプラスチックも使えなくなっているかもしれません。そのように考えると、
『モノづくり』だけに関わるのではなく、『コトづくり』にも踏み込んでいかなけ
ればならないだろう」と述べられていました。今こそ、この言葉が活かされる時で
す。「コトづくり」もできなかったパンデミックすらも乗り越えられたのですから。
たとえ、仮想空間のディスプレイが主流になったとしても、「コトづくり」をす

ることで「モノづくり」は続くと私は考えます。遠い未来を考えることも大切です
が、過去を活かし、今をしっかり生きれば、我々はこれからも成長し続けていける
でしょう。

これからも頑張っていきましょう！




